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～　議会基本条例とは　～

　地方議会運営の基本原則を定めた、地方議会の最高
規範である条例です。上越市議会では、平成21年５
月に「議会基本条例策定検討委員会」を設置し、１年
半に及ぶ協議・検討の結果、平成22年11月に「上越
市議会基本条例」を制定しました。

−　特集　−� −　特集　−

　定例会だけじゃない！　上越市議会の取組を紹介します！

詳細は
こちら

　上越市議会基本条例では、条例の目的が達成されているかどうかを定期的に
検証するものとされており、平成24年、28年の２度の検証に続き、令和２年
７月に議会基本条例検証委員会を設置し、３度目の検証を行いました。

上越市議会基本条例の検証

　議会基本条例検証委員会では、11回の会議
を開催し、精力的かつ慎重に検証を行いました。
　令和２年12月には検証結果をまとめ、議長
に対し逐条解説の修正を含む中間報告を行いま
した。また、引き続き、検証の過程で抽出した
課題を整理・分析し、上越市議会の取組の方向
性として委員会の提言を取りまとめ、令和３年
４月に議長に答申を行いました。

　議会改革に当たっては、
市民の意見や社会情勢の変
化等を踏まえ、議会の果た
す役割を検証することが重
要である。２年ごとの改選
を目安に、議会が取り組む
べき改革の方針を決定し、
適切な議会改革検討組織を
設置するようにすること。

　テーマを設定した意見交
換を行う時間を設けたり、
定例的な開催という形にと
らわれず特定のテーマに
絞った議会報告会を開催す
る等、市民の関心をより高
め市民参画を促進するため
の議会報告会・意見交換会
等の在り方を検討すること。

　各委員会において、委員
は事前勉強を十分にし、資
料で不明な点や事実関係の
確認を要する点があれば各
自で事前に調査し、会議で
は政策立案及び政策提言に
向けて委員間討議を行うよ
う努めること。

提言１ 提言２ 提言３

おおむね１年ごとを目途に、各取組の進捗状況を管理していきます！

CHECK!
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−　特集　−� −　特集　−
次
は
、
総
括
質
疑
、
総
務
常
任
委
員
会
の
審
査

　定例会だけじゃない！　上越市議会の取組を紹介します！

詳細は
こちら

特 集

　市議会では、様々な世代や団体の方々と常任委員会でテーマを設定した意見
交換を実施しており、いただいたご意見の一部を紹介します。いただいたご意
見は、委員会�審議や一般質問など今後の議会活動にいかしていきます。

各層との意見交換会を開催

～　上越市防災士会 × 総務常任委員会　～

～　上越医師会 × 厚生常任委員会　～

～　上越青年会議所等 × 文教経済常任委員会　～

・�町内会長が防災士をどう活用するかが大きな課題
である。まずは町内会長に防災士を理解してもら
うことが大切。議員には、双方をつなぐ役割をお
願いしたい。
・�空き家が多く、積雪により危険を感じた。今後も
大雪時に対応に悩むことがないよう、空き家対策
等を考えてほしい。
・�町内会長と防災士を兼任していると、どうしても
町内会長の仕事が優先される。いかに住民の防災
意識を高めていくかが大切だと考えている。

・�将来、上越市の人口が減少する場合に医師をどの
ように配置するか考える必要がある。
・�認知症や精神障害をお持ちの方に対する医療サポー
トを行ってはどうか。
・�病院に対して状況を聞き、医師不足への対策につ
いてアドバイスするなど支援してはどうか。
・�上越で開業する医師を増やすという観点でも、住
み良いまち・住みたくなるような魅力的なまち�づ
くりをしてほしい。また、開業費の補助があれば
ＰＲできるのではないか。

・�若手が少なく存続が危うい商工会青年部もある。
・�様々な業種で人材不足が課題となっている。介護
職は、仕事はあるが人がおらず大変な状況である。
市からも力添えをしてほしい。
・�市内で求人が集まらなければ、県外からのＩター
ン者の求人も良いのでは。Ｉターン者や採用した
企業に対する補助金があれば良い。
・�米本陣が閉館となり、寂しいという声も聞こえる。
コミュニティスペースや子どもたちが遊ぶスペー
スなど施設を活用できないか。
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常任委員会の審査�

総
括
質
疑
は
、
市
長
が
提
出
し
た
議
案
に
対
し
て
案
件
の
概
要
と
疑
問
点
を
解
明
す
る
た
め
に
行
わ
れ
ま
す
。

今
定
例
会
で
は
、
公
明
党
、
日
本
共
産
党
議
員
団
が
総
括
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

総括
質疑

　
　

昨
冬
の
大
雪
や
そ
の
後
の

融
雪
等
に
よ
り
被
災
し
た
公
共

施
設
等
の
復
旧
工
事
に
関
す
る

補
正
予
算
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

問
／
大
雪
や
融
雪
等
に
よ
り
被

災
し
た
施
設
や
市
道
等
に
つ
い

て
、
復
旧
工
事
を
行
う
か
否
か

の
判
断
は
ど
の
よ
う
な
基
準
で

行
っ
た
の
か
。

答
／
被
災
施
設
や
市
道
等
の
復

旧
は
、
一
部
に
最
低
限
の
修
繕

と
す
る
場
合
な
ど
も
あ
る
が
、

原
則
と
し
て
原
状
復
旧
を
行
う

こ
と
と
し
て
い
る
。
公
共
施
設

に
つ
い
て
は
、
利
用
者
か
ら
安

心
し
て
ご
利
用
い
た
だ
く
と
と

も
に
、
農
地
、
農
業
用
施
設
は

営
農
の
継
続
性
を
保
ち
、
市
道

等
に
お
い
て
は
、
通
行
の
安
全

性
を
確
保
す
る
た
め
、
早
急
な

復
旧
に
努
め
る
。

　
　

行
政
手
続
き
に
お
け
る
市

民
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、

申
請
書
等
に
お
け
る
押
印
手
続

き
を
見
直
し
ま
す
。

※
関
連
記
事
５
ペ
ー
ジ

問
／
暫
定
的
な
措
置
と
し
て「
署

名
又
は
記
名
押
印
の
選
択
・
併

用
制
の
採
用
を
認
め
る
」
と
し

て
い
る
が
、
そ
の
方
式
を
採
用

し
た
趣
旨
は
何
か
。

答
／
本
人
の
署
名
で
押
印
を
不

要
と
す
る
様
式
は�

、
具
体
的
に

は
、
奨
学
金
の
貸
付
け
に
係
る

誓
約
書
な
ど
、
本
人
の
意
思
を

明
確
に
確
認
す
る
場
合
や
、
市

道
改
良
工
事
に
伴
う
境
界
立
会

い
に
お
け
る
隣
接
地
権
者
の
同

意
書
な
ど
、
申
請
者
以
外
の
第

三
者
の
意
思
を
確
認
す
る
場
合

な
ど
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な

取
扱
い
と
し
た
。

大
雪
等
に
よ
る
被
災

�

復
旧
工
事
の
判
断
は

押
印
手
続
き
の
見
直
し
で

�

市
民
の
負
担
軽
減
を

▼
６
月
７
日
（
本
会
議
）

　

・
市
長
に
よ
る
提
案
説
明

　

・
総
括
質
疑
（
２
人
）

▼
６
月
８
日
～
11
日（
委
員
会
）

　

・
４
常
任
委
員
会

▼
６
月
14
日
～
17
日（
本
会
議
）

　

・
一
般
質
問
（
22
人
）

▼
６
月
21
日
（
本
会
議
）

　

・
４
常
任
委
員
長
報
告

　

・
討
論
（
１
人
）

　

・
採
決
（
36
件
）＝
可
決
等

カ
レ
ン
ダ
ー

融
雪
に
よ
る
市
道
の
被
災
状
況

（
右
）
市
道
三
の
輪
台
幹
線

（
左
）
市
道
高
住
丹
原
線　

６月定例会は６月７日から21日まで、15日間の会期で開催されました。
令和３年度一般会計補正予算をはじめとする、市長から提案された議案を全て
可決、同意しました。また、議員発議により「上越市議会会議規則の一部改正」、「30
人以下学級実現、義務教育費国庫負担制度２分の１復元に関する意見書」を可
決しました。（議案と審議結果については10ページをご覧ください。）

令和３年度一般会計補正予算など36 議案を審議
６月定例会
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常任委員会の審査� 市長提出議案を４つの委員会ごとに分け、議案審査を行いました。

注目！

条例改正による
固定資産税の
重税感の緩和は？

市
政
の
運
営
方
針
や
、
財
務
、
防
災
、
総
合
事
務
所
に
関
す

る
こ
と
な
ど
、
広
範
な
議
案
等
を
審
査
し
て
い
ま
す
。

■�

令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）

■�

上
越
市
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
条
例
等
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

■上越市市税条例等の一部改正について

市
長
選
・
議
員
補
欠
選

�

衆
院
選
に
伴
う
前
倒
し
は

行
政
手
続
き
の
押
印
廃
止

�

市
民
へ
の
周
知
は

問
／
衆
議
院
議
員
の
総
選
挙
が

令
和
３
年
10
月
10
日
投
開
票
と

な
っ
た
場
合
、
任
期
満
了
に
伴

う
上
越
市
長
選
挙
及
び
上
越
市

議
会
議
員
補
欠
選
挙
を
前
倒
し

て
行
う
こ
と
は
法
令
上
可
能
な

の
か
。

答
／
市
長
の
任
期
満
了
日
前
の

30
日
の
間
で
投
開
票
を
行
う
必

要
が
あ
り
、
法
令
上
前
倒
し
は

可
能
で
あ
る
。

　
　

行
政
手
続
き
に
お
い
て
押

印
を
求
め
て
い
た
様
式
が
１
、

７
０
７
様
式
あ
る
中
で
、
押
印

を
廃
止
す
る
様
式
が
９
４
８
様

式
、
署
名
又
は
記
名
押
印
の
方

式
へ
変
更
す
る
様
式
が
６
４
１

様
式
で
あ
り
、
全
体
の
93
・
１
％

に
当
た
る
１
、
５
８
９
様
式
の

見
直
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

問
／
個
人
は
、
署
名
又
は
記
名

押
印
の
選
択
・
併
用
制
の
採
用

を
認
め
る
の
に
対
し
、
法
人
や

団
体
は
記
名
押
印
を
原
則
と
し

て
お
り
、
複
雑
で
混
乱
の
お
そ

れ
が
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
市

民
周
知
を
考
え
て
い
る
か
。

答
／
広
報
上
越
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
周
知
を
行
う
ほ
か
、
窓
口

へ
手
続
き
に
来
ら
れ
た
方
に
詳

し
く
説
明
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

総務条例の主な改正内容

軽自動車税のグリーン化特例の一部及
び個人市民税の住宅借入金等特別控除
特例の延長、個人市民税の非課税判定
に用いる扶養親族の範囲の見直し等を
行います。

次
は
、
厚
生
・
農
政
建
設
常
任
委
員
会
の
審
査

問
／
今
の
経
済
実
態
か
ら
、
固

定
資
産
税
に
重
税
感
が
あ
る
と

い
う
声
を
聞
く
が
、
今
回
の
改

正
で
緩
和
さ
れ
る
の
か
。

答
／
土
地
、
家
屋
の
評
価
額
は

３
年
に
１
回
、
見
直
し
を
行
っ

て
い
る
が
、
改
正
に
よ
り
、
据

置
年
度
で
も
地
価
が
下
落
し
た

場
合
は
下
落
修
正
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
措
置
を
延
長
す
る
。

ま
た
、
令
和
３
年
度
は
コ
ロ
ナ

の
特
例
に
よ
っ
て
基
本
的
に
税

金
が
上
が
ら
な
い
制
度
を
設
け

て
い
る
た
め
、
重
税
感
は
緩
和

さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

（参考）
・署名：�氏名を手書き（自

署）すること。
・記名：�パソコンでの印字、

他人による代筆、
ゴム印などにより
氏名を記すこと。

■押印の見直し結果� （令和３年５月20日現在）
区分 様式の数 割合（％）

対象となる様式 1,707 100
押印を見直す様式 1,589 93.1
うち　廃止（記名で可） 948 －
〃　　署名又は記名押印の方式へ変更 641 －

押印を継続する様式 118 6.9
うち　法人や団体のみを対象とする様式 105 －
〃　　印鑑自体を登録・確認する様式 7 －
〃　　実印と印鑑証明書を求める手続き 6 －
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常任委員会の審査� 常任委員会の審査委員長からの審査結果報告をもとに、「議員の質疑→行政側の答弁」の順に掲載しています。

注目！

低所得の子育て世帯へ
生活支援特別給付金の
速やかな支給を

健
康
づ
く
り
や
多
種
の
福
祉
施
策
、
環
境
保
全
な
ど
市
民
に

身
近
な
議
案
等
を
審
査
し
て
い
ま
す
。

■�

上
越
市
国
民
健
康
保
険
税
条

例
及
び
上
越
市
介
護
保
険
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

■専決処分した事件の承認について
（令和３年度一般会計補正予算（専第１号））

国
保
税
等
の
減
免

�

国
へ
の
働
き
か
け
は

　
　

令
和
２
年
度
と
同
様
に
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
収
入
が
減
少
し

た
被
保
険
者
に
対
し
、
国
民
健

康
保
険
税
及
び
介
護
保
険
料
の

減
免
を
行
い
ま
す
。

問
／
国
民
健
康
保
険
税
と
介
護

保
険
料
の
減
免
に
つ
い
て
、
国

に
よ
る
財
政
支
援
が
10
分
の
２

か
ら
10
分
の
４
に
な
る
と
の
こ

と
だ
が
、
本
来
は
国
が
面
倒
を

見
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
国
に

対
し
て
ど
う
働
き
か
け
て
い
る

の
か
。

答
／
全
国
知
事
会
で
国
に
よ
る

全
額
の
財
政
支
援
を
要
望
し
て

い
る
が
、
市
と
し
て
も
こ
う
し

た
支
援
が
必
要
な
こ
と
に
つ
い

て
は
こ
れ
ま
で
も
要
望
し
て
お

り
、引
き
続
き
行
っ
て
い
き
た
い
。

厚生子育て世帯生活支援特別給付金

国が新型コロナウイルス感染症対策
予備費を活用し、所得の少ない子育
て世帯への生活支援特別給付金を支
給することを受け、支給対象者に対
し、速やかに給付金を支給するため、
必要な経費を増額します。

問
／
住
民
税
非
課
税
の
子
育
て
世
帯

に
つ
い
て
は
、
令
和
３
年
度
分
の
課

税
情
報
が
６
月
以
降
に
判
明
し
、
給

付
金
の
支
給
は
７
月
以
降
に
な
る
と

の
こ
と
だ
が
、
令
和
２
年
度
の
課
税

情
報
で
先
行
し
て
支
給
で
き
な
か
っ

た
の
か
。

答
／
国
の
方
針
に
基
づ
く
も
の
で
あ

り
、
制
度
の
中
で
少
し
で
も
早
く
支

給
で
き
る
よ
う
に
調
整
し
て
い
る
。

ま
た
、
困
っ
て
い
る
方
に
つ
い
て
は

他
の
福
祉
制
度
に
つ
な
げ
る
と
い
っ

た
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

■実施内容
⑴　支給対象者
①　所得の少ないひとり親世帯 世帯数 児童数
ア�　令和３年４月分の児童扶養手当の支給を受けている
方 1,132 1,680人

イ�　公的年金等を受給していることにより、令和３年４
月分の児童扶養手当の支給を受けていない方（児童扶
養手当に係る支給制限限度額を下回る方に限る）

約100 約250人

ウ�　令和３年４月分の児童扶養手当は受給していないが、
新型コロナウイルス感染症の影響を受けて家計が急変
し、収入が児童扶養手当を受給している方と同じ水準
となっている方

約250 約350人

②　①以外の住民税非課税の子育て世帯 約1,500 約2,640人
⑵　支給額
　　児童１人当たり一律５万円
　　※対象児童は、18歳に達する日以後の最初の３月31日までの間にある児童
　　　（障害児の場合は20歳未満）
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常任委員会の審査� 常任委員会の審査市長提出議案を４つの委員会ごとに分け、議案審査を行いました。

注目！

命綱固定アンカー
設置費用補助
予算不足の可能性は

農
林
水
産
業
や
道
路
の
建
設･

管
理
、
ガ
ス･

上
下
水
道
事
業

等
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
関
す
る
議
案
等
を
審
査
し
て
い
ま
す
。

■
令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

■
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

■令和３年度一般会計補正予算（第１号）

た
め
池
の
応
急
処
置

�

水
を
確
保
で
き
な
い
か
？

除
雪
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
不
足

�

地
元
企
業
と
の
意
見
交
換
は
？

　
　

融
雪
期
に
発
生
し
た
地
す
べ
り
に
伴
い
被
災
し
た
農
地
、
農
業
用

施
設
に
つ
い
て
、国
の
公
共
災
害
復
旧
事
業
の
災
害
査
定
を
受
け
る
た
め
、

地
質
調
査
及
び
測
量
設
計
に
要
す
る
経
費
を
増
額
し
ま
す
。

問
／
被
災
し
た
た
め
池
の
応
急
処
置
を
行
い
、
水
を
確
保
す
る
よ
う

で
き
な
い
か
。

答
／
応
急
処
置
で
は
地
す
べ
り
を
助
長
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
地
元

の
方
と
相
談
し
、
た
め
池
を
使
わ
な
い
前
提
で
田
植
え
を
進
め
て
も

ら
っ
て
お
り
、
今
後
の
調
査
の
中
で
工
夫
で
き
る
と
こ
ろ
を
検
討
し

て
い
き
た
い
。

問
／
国
土
交
通
省
で
は
除
雪
オ

ペ
レ
ー
タ
ー
の
担
い
手
不
足
解

消
の
た
め
に
、
一
人
乗
り
仕
様

の
除
雪
グ
レ
ー
ダ
ー
を
調
査
、

研
究
し
て
い
る
が
、
今
回
の
導

入
に
当
た
り
、地
元
企
業
や
メ
ー

カ
ー
と
意
見
交
換
は
行
っ
た
の
か
。

答
／
一
人
乗
り
仕
様
が
望
ま
し

い
と
い
う
話
が
あ
る
一
方
、
安

全
確
保
の
面
で
二
人
体
制
が
必

要
と
の
声
も
大
き
い
。
作
業
中

の
安
全
を
確
保
し
た
上
で
、
一

人
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
も
視
野
に
入

れ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
い
る
。

農政
建設克雪住宅推進費

新潟県が令和３年度から実施する「新
潟県命綱固定アンカー普及促進事業」
にあわせ、住宅等に命綱固定アンカー
や転落防止柵などを設置する費用の補
助制度を創設します。

次
は
、
文
教
経
済
常
任
委
員
会
の
審
査
、
討
論
・
意
見
書

問
／
屋
根
雪
下
ろ
し
命
綱
固

定
ア
ン
カ
ー
の
設
置
費
用
補

助
に
つ
い
て
、
昨
冬
の
豪
雪

状
況
か
ら
予
算
が
不
足
す
る

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
が
、
そ

の
場
合
は
補
正
予
算
を
組
む

の
か
。

答
／
他
市
の
事
例
を
参
考
に
、

補
助
件
数
を
70
件
と
見
込
ん

だ
。
今
後
、
申
請
が
見
込
み

を
上
回
っ
た
場
合
は
、
増
額

補
正
す
る
。

清里区梨平地内の地すべりの被災状況

単管型のアンカー

牧区桜滝地内の地すべりの被災状況
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注目！

柿崎屋内水泳プール
公の施設の適正配置計画で
在り方を検討すべきでは？

商
工
業
、
観
光
業
な
ど
に
関
す
る
経
済
施
策
や
、
小
中
学
校

に
関
す
る
議
案
等
を
審
査
し
て
い
ま
す
。

■�

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ

い
て

■
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

■�

令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）

■令和３年度一般会計補正予算（第１号）

上
越
市
総
合
体
育
館

�

要
望
に
沿
っ
た
工
事
か

う
み
て
ら
す
名
立

�

修
繕
工
事
は
い
つ
行
う
の
か

圧
雪
車
の
規
格

�

選
定
し
た
理
由
は

問
／
上
越
市
総
合
体
育
館
の
利

用
者
や
利
用
団
体
か
ら
の
意
見

や
要
望
に
応
え
る
形
で
の
工
事

と
な
っ
て
い
る
の
か
。

答
／
ト
イ
レ
や
空
調
な
ど
、
全

て
の
要
望
に
応
え
る
方
向
で
設

計
を
行
っ
て
い
る
。

　
　

昨
冬
の
大
雪
や
強
風
に
よ
り
、

う
み
て
ら
す
名
立
の
屋
内
プ
ー

ル
及
び
地
場
物
産
館
の
屋
根
が

損
傷
し
た
こ
と
か
ら
、
修
繕
工

事
に
係
る
経
費
を
増
額
し
ま
す
。

問
／
う
み
て
ら
す
名
立
の
修
繕

工
事
は
い
つ
行
う
の
か
。
ま
た
、

今
年
の
プ
ー
ル
の
営
業
に
影
響

は
な
い
の
か
。

答
／
プ
ー
ル
の
屋
根
工
事
は
今

期
の
プ
ー
ル
営
業
が
終
わ
っ
て

か
ら
取
り
か
か
る
予
定
で
あ
る
。

地
場
物
産
館
の
屋
根
工
事
は
議

決
後
す
ぐ
に
作
業
に
入
る
。
い

ず
れ
も
降
雪
時
期
前
に
は
完
了

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
屋
根

は
雨
風
が
入
り
込
む
部
分
が
あ

る
が
、
営
業
に
支
障
は
な
い
と

考
え
て
い
る
。

　
　

取
得
か
ら
16
年
が
経
過
し

た
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ト
バ
レ
イ
ス
キ
ー

場
の
圧
雪
車
に
つ
い
て
、
車
体

の
老
朽
化
に
よ
り
当
初
の
能
力

を
発
揮
で
き
な
く
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
圧
雪
車
を
更
新
し

円
滑
な
ゲ
レ
ン
デ
整
備
体
制
を

整
え
ま
す
。

問
／
圧
雪
車
の
規
格
を
ケ
ー
ス

ボ
ー
ラ
ー
社
製
と
し
た
理
由
は

何
か
。
ま
た
、
耐
用
年
数
は
ど

の
く
ら
い
か
。

答
／
令
和
元
年
度
に
購
入
し
た

圧
雪
車
と
同
機
種
で
あ
り
、
部

品
や
修
繕
内
容
の
共
有
が
可
能

で
あ
る
。
現
在
使
用
し
て
い
る

圧
雪
車
は
、
取
得
か
ら
16
年
が

経
過
し
、
稼
働
時
間
が
７
、
６

０
０
時
間
と
な
っ
て
い
る
が
、

メ
ー
カ
ー
推
奨
の
稼
働
時
間
は

７
、
０
０
０
時
間
で
あ
る
。

文教
経済

体育施設整備事業

昨冬の大雪で柿崎屋
内水泳プールの屋根
が損傷したことから、
復旧工事等に係る実
施設計委託料を増額
します。

問
／
公
の
施
設
の
適
正
配
置

計
画
で
は
、
柿
崎
屋
内
水
泳

プ
ー
ル
は
現
状
維
持
と
さ
れ

て
お
り
、
こ
の
施
設
単
独
で

考
え
れ
ば
大
き
な
修
繕
が
必

要
だ
と
思
う
が
、
全
体
の
計

画
の
中
に
お
い
て
在
り
方
を

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
。

答
／
施
設
を
当
面
使
用
す
る

上
で
、
最
低
限
必
要
な
修
繕

で
対
応
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。
周
辺
に
も
老
朽
化
し
て

い
る
施
設
が
あ
る
が
、
地
域

の
需
要
に
合
わ
せ
て
、
適
切

に
全
体
の
整
備
を
進
め
て
い

き
た
い
。

� 常任委員会の審査委員長からの審査結果報告をもとに、「議員の質疑→行政側の答弁」の順に掲載しています。

柿崎プールのガラス屋根破損状況

令和３年６月に工事着工、令和４年４月に開館予定
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討論・採決討論・採決

市
長
提
出
議
案
に
対
す
る
討
論

意
見
書
を
可
決

人
事
案
件
に
同
意

■
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

　

小　

林　

晃　

彦�

氏（
新
任
）

■
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任

　

森　
　
　

直　

樹�

氏（
再
任
）

■�

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

の
選
任

　

吉　

田　

彩　

子�

氏（
新
任
）

■
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

　

　

山　

工　

三�

氏（
再
任
）

　

小
山
田　

得　

雄�

氏（
再
任
）

　

井　

上　

文　

代�

氏（
再
任
）

　

池　

田　

美　

幸�

氏（
再
任
）

　

金　

胎　

芳　

子�

氏（
新
任
）

�

�

次
は
、
審
議
結
果
・
賛
否
一
覧
、
こ
こ
が
聞
き
た
い
！
一
般
質
問

� 常任委員会の審査

　

定
例
会
最
終
日
の
６
月
21
日
、
議
案
に
対
し
て
賛
成
か
反
対
か
の

意
見
を
表
明
す
る
討
論
と
全
議
案
の
採
決
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

︿
日
本
共
産
党
議
員
団
﹀

　

都
市
計
画
道
路
黒
井
藤
野
新

田
線
の
戸
野
目
川
に
係
る
橋
梁

の
新
設
工
事
は
、
落
札
し
た
事

業
者
し
か
応
札
し
て
い
な
い「
一

者
入
札
」で
あ
っ
た
。
競
争
性
・

公
平
性
に
疑
義
を
生
じ
さ
せ
る

一
者
入
札
は
、
厳
正
な
対
処
を

す
べ
き
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
議

案
第
55
号
に
反
対
す
る
。

反
対
の
立
場
で

　

意
見
書
は
、
国
会
ま
た
は
関
係
行
政
庁
に

対
し
、議
会
の
意
思
を
表
明
す
る
も
の
で
す
。

　子どもたち一人ひとりが大切にされ、豊かな人
間関係の中で教育がおこなわれることは保護者・
地域住民・教職員共通の願いであり、豊かな教育
を保障することは極めて重要である。教育水準が
維持・向上されるよう、30人以下学級実現、義
務教育費国庫負担制度の国負担割合を２分の１に
復元することを強く要望する。

全会一致で可決し、議会の意思として国会・関係行政庁に提出しました。

30人以下学級実現、義務教育費国庫負担制度
２分の１復元に関する意見書
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議案等
番号 件　　　名 審議

結果
議案等
番号 件　　　名 審議

結果

予　算
45 令和３年度上越市一般会計補正予算（第１号） ◎

その他

61 財産の取得について（除雪ドーザ16ｔ級） ◎

46 　　　 〃 　　　水道事業会計補正予算（第１号） ◎ 62 　　　　〃　　　　（除雪ドーザ11ｔ級） ◎

条　例

47 上越市固定資産評価審査委員会条例等の一部改正に
ついて ◎ 63 　　　　〃　　　　（除雪ドーザ11ｔ級） ◎

48 上越市手数料条例の一部改正について ◎ 64 　　　　〃　　　　（小形除雪車1.3ｍ級） ◎

49 上越市市税条例等の一部改正について ◎ 65 　　　　〃　　　　（小形除雪車1.3ｍ級） ◎

50 上越市国民健康保険税条例及び上越市介護保険条例
の一部改正について ◎ 66 　　　　〃　　　　（圧雪車） ◎

その他

51 字の変更について（県営農地環境整備事業　上岡地
区） ◎ 67 損害賠償の額の決定及び和解について（国府１丁目

地内　物損事故） ◎

52 　　　　〃　　　（県営農地環境整備事業　宇津俣
地区） ◎ 68 　　　　　　　　〃　　　　　　　　（遊光寺浜地

内　物損事故） ◎

53 工事請負契約の締結について（上越市総合体育館等
大規模改修　工事） ◎

報　告
2 専決処分した事件の承認について（上越市市税条例

及び上越市都市計画税条例の一部改正について） ◎

54 　　　　　　〃　　　　　　（上越市総合体育館等
大規模改修機械設備　工事） ◎ 3 　　　　　　　〃　　　　　　　（令和３年度上越

市一般会計補正予算（専第１号）） ◎

55 　　　　　　〃　　　　　　（橋梁新設（上部工）
工事） 〇

同　意

1 上越市教育委員会委員の任命について ◎

56 財産の取得について（都市計画道路黒井藤野新田線
道路用地） ◎ 2 上越市公平委員会委員の選任について ◎

57 　　　　〃　　　　（ロータリ除雪車） ◎ 3 上越市固定資産評価審査委員会委員の選任について ◎

58 　　　　〃　　　　（ロータリ除雪車） ◎ 諮　問 1～5 人権擁護委員候補者の推薦について ◎

59 　　　　〃　　　　（ロータリ除雪車） ◎
発　議

1 上越市議会会議規則の一部改正について ◎

60 　　　　〃　　　　（除雪ドーザ16ｔ級） ◎ 2 30人以下学級実現、義務教育費国庫負担制度２分の
１復元に関する意見書の提出について ◎

議
案
等
番
号

議
決
結
果

合計 みらい 創風 輝 日本共産党
議員団 公明党 市民

クラブ
会派に

属さない議員

賛　

成

反　

対

ス
ト
ラ
ッ
ト
ン
恵
美
子

髙
橋　

浩
輔

高
山
ゆ
う
子

中
土
井
か
お
る

宮
川　

大
樹

本
山　

正
人

石
田　

裕
一

波
多
野
一
夫

小
山
よ
う
こ

宮
﨑　

朋
子

池
田　

尚
江

大
島　

洋
一

江
口　

修
一

武
藤　

正
信

鈴
木
め
ぐ
み

橋
本　

洋
一

小
林　

和
孝

滝
沢　

一
成

栗
田　

英
明

平
良
木
哲
也

上
野　

公
悦

橋
爪　

法
一

山
田　

忠
晴

杉
田　

勝
典

牧
田　

正
樹

こ
ん
ど
う
彰
治

安
田　

佳
世

宮
越　
　

馨

丸
山　
　

章

渡
邉　
　

隆

飯
塚　

義
隆

55 可決 27 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

� ※�○は賛成、●は反対。なお、議長（飯塚義隆）は採決には加わらない。

議員の賛否一覧

審 議 結 果 一 覧

賛否が分かれるなどした表の網掛けの議案の賛否等を公表します。

◎は全会一致、○は賛成多数

田
中
聡
議
員
が
令
和
３
年
４

月
30
日
に
急
逝
さ
れ
ま
し
た
。

　

田
中
議
員
は
、
平
成
24
年
４
月

に
上
越
市
議
会
議
員
に
初
当
選
し
、

三
期
９
年
の
長
き
に
わ
た
り
務
め

ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
間
、
広
報
広

聴
委
員
会
委
員
長
、
文
教
経
済
常

任
委
員
会
委
員
長
、
人
口
減
少
問

題
調
査
対
策
特
別
委
員
会
副
委
員

長
、
新
幹
線
・
並
行
在
来
線
等
対

策
特
別
委
員
会
副
委
員
長
な
ど
を

歴
任
し
、
上
越
市
の
発
展
の
た
め

に
邁
進
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
哀
悼
の
意
を
表
し
、
謹

ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま

す
。

�

田
中
聡
議
員

 

ご
逝
去
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�

�

問
／
令
和
３
年
３
月
定
例
会
に
お
い
て
、
１
月
の
豪
雪

災
害
を
踏
ま
え
、
雪
対
策
へ
様
々
な
検
討
等
を
行
う
と

約
束
し
た
。
町
内
会
と
の
連
携
や
支
援
制
度
、
生
活
道

路
・
歩
道
除
雪
、
一
斉
屋
根
雪
下
ろ
し
、
適
切
な
情
報

発
信
な
ど
、
改
善
に
向
け
て
ど
う
動
い
て
い
る
の
か
。

答
／
理
事
を
中
心
に
、
防
災
危
機
管
理
部
を
核
に
検
証

チ
ー
ム
を
組
織
し
全
庁
的
に
検
証
作
業
を
進
め
て
い
る
。

町
内
会
と
の
連
携
は
、
全
町
内
会
長
へ
書
面
に
よ
る
調

査
を
実
施
し
、除
雪
作
業
の
意
向
や
要
望
等
を
把
握
し
、

支
援
制
度
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
ま
た
、「
除
雪
事
業

者
へ
の
聞
き
取
り
調
査
」
で
、
昨
冬
の
除
雪
の
課
題
な

ど
を
把
握
し
て
い
る
。
今
後
、
町
内
会
を
中
心
に
意
見

交
換
を
行
い
、
除
雪
路
線
区
分
の
検
証
、
地
域
の
除
雪

の
課
題
な
ど
に
つ
い
て
認
識
の
共
有
を
図
る
。
歩
道
除

雪
は
、
車
道
と
歩
道
の
除
雪
事
業
者
の
統
一
を
図
り
、

除
雪
路
線
や
除
雪
延
長
の
見
直
し
を
行
う
。
一
斉
雪
下

ろ
し
の
実
施
期
間
を
、
平
日
を
含
め
た
期
間
と
し
、
分

散
的
・
段
階
的
に
雪
下
ろ
し
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
下

ろ
し
手
を
確
保
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
検
討
す
る
。

大
雪
は
、市
民
生
活
や
社
会
経
済
活
動
に
も
影
響
し
た
。

停
電
被
害
対
応
や
災
害
対
策
本
部
の
体
制
も
含
め
、
全

般
的
に
検
証
し
次
へ
の
備
え
と
し
た
い
。

問
／
い
つ
頃
そ
の
全
容
が
分
か
る
の
か
。

答
／
７
月
上
旬
に
中
間
報
告
を
ま
と
め
、
関
係
機
関
等

と
検
討
を
重
ね
、
10
月
下
旬
の
除
雪
計
画
の
公
表
時
に

最
終
的
に
報
告
し
た
い
。

問
／
輸
入
木
材
の
高
騰
を
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、
上
越
市

産
材
の
安
定
供
給
体
制
の
構
築
を
目
指
す
べ
き
で
は
。

答
／
計
画
的
な
供
給
に
向
け
、
地
域
産
材
の
使
用
に
努

め
る
と
と
も
に
、
生
産
体
制
の
強
化
の
た
め
高
性
能
林

業
機
械
の
導
入
や
ド
ロ
ー
ン
を
用
い
た
ス
マ
ー
ト
農
業

の
試
験
的
導
入
も
進
め
て
い
る
が
、
林
地
へ
の
作
業
道

建
設
や
森
林
所
有
者
と
の
交
渉
、
木
材
加
工
工
場
が
小

規
模
で
あ
る
等
の
課
題
も
あ
り
、急
な
増
産
は
難
し
い
。

　

孤
独
や
孤
立
の
解
決
に
向
け
て

問
／
当
市
の
孤
立
対
策
の
取
組
は
ど
う
か
。
ま
た
、
市

と
市
民
団
体
と
の
つ
な
が
り
や
市
民
団
体
同
士
の
つ
な

が
り
が
解
決
へ
の
後
押
し
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

答
／
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
民
生
委
員
や
町
内

会
長
、
介
護
・
福
祉
の
専
門
職
ら
と
支
援
が
必
要
な
個

人
や
家
族
へ
の
見
守
り
や
声
掛
け
等
を
実
践
し
て
い
る
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
は
じ
め
、
様
々
な
市
民
団
体
の
力
を
お
借
り

し
、
連
携
し
な
が
ら
、
引
き
続
き
、
孤
立
し
な
い
、
さ

せ
な
い
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
い
く
。

　

ド
ロ
ー
ン
の
有
効
活
用
で
地
域
課
題
の
解
決
へ

問
／
地
域
課
題
解
決
の
た
め
、
職
員
に
よ
る
ド
ロ
ー
ン

を
活
用
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
結
成
し
て
は
。

答
／
広
報
や
農
業
分
野
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
等
で

活
用
し
て
い
る
。
部
局
間
で
情
報
共
有
を
図
り
、ド
ロ
ー

ン
の
更
な
る
活
用
を
検
討
し
て
い
く
。

夏
に
雪
対
策
を
確
認
し
ま
す
！

上
越
市
産
材
の

�

安
定
供
給
体
制
の
構
築
を

滝
沢
　
一
成
（
輝
）

杉
田
　
勝
典
（
公
明
党
）

ここが聞きたい！

一般質問
議員が市の行政全般にわたって、市長・教育長等の方針、
見解、事実の説明、報告を求めるものです。
今定例会では22人が質問しました。
※本文は質問者が執筆したものを編集しました。

ＱＲコードをスマートフォンやタブレットで読み取ると、議会ホームページにあるその議員の
一般質問の動画が視聴できます。（※視聴の際のデータ通信料はご自身の負担となります）
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問
／
総
務
省
か
ら
消
防
団
員
の
年
額
報
酬
や
出
動
報
酬

等
を
令
和
３
年
度
中
に
見
直
し
、
条
例
改
正
や
予
算
措

置
を
行
う
よ
う
通
知
さ
れ
て
い
る
が
、
上
越
市
の
現
状

と
見
直
し
の
予
定
は
ど
う
か
。

答
／
総
務
省
の
通
知
で
は
、
団

員
の
年
額
報
酬
を
３
万
６
、
５

０
０
円
（
上
越
市
２
万
１
、
９

０
０
円
）、
出
動
報
酬
を
災
害

一
日
当
た
り
８
、０
０
０
円（
上

越
市
２
、
０
０
０
円
）
を
標
準

と
し
、
令
和
４
年
４
月
１
日
か

ら
適
用
で
き
る
よ
う
条
例
改
正

や
予
算
措
置
を
行
う
よ
う
求
め
て
い
る
。
消
防
団
の
運

営
に
係
る
経
費
は
、
国
か
ら
の
地
方
交
付
税
措
置
が
あ

る
も
の
の
、
令
和
２
年
度
実
績
で
は
実
団
員
数
３
、
８

１
８
人
に
対
し
、
半
数
の
１
、
９
０
９
人
分
に
と
ど
ま

り
、十
分
な
財
政
措
置
が
得
ら
れ
て
い
な
い
状
況
に
あ
る
。

　

直
ち
に
通
知
の
と
お
り
報
酬
額
を
引
き
上
げ
る
こ
と

は
困
難
と
考
え
る
が
、
消
防
団

の
運
営
経
費
の
財
源
確
保
の
た

め
、
地
方
交
付
税
の
算
定
方
法

の
見
直
し
に
つ
い
て
引
き
続
き

国
に
要
望
す
る
と
と
も
に
、
消

防
団
と
も
十
分
協
議
し
な
が
ら

報
酬
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
く
。

消
防
団
員
の
報
酬
ア
ッ
プ
は

橋
本
　
洋
一
（
輝
）

問
／
雁
木
に
関
す
る
意
向
調
査
で
は
、
９
割
の
住
民
が

雁
木
の
保
存
活
動
が
必
要
と
回
答
し
て
い
る
が
、
一
方

で
雁
木
の
総
延
長
の
縮
小
が
止
ま
ら
な
い
。
こ
の
現
状

を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

答
／
雁
木
や
町
家
の
魅
力
や
価
値
は
、
そ
こ
に
住
む
人

の
暮
ら
し
が
あ
っ
て
こ
そ
維
持
さ
れ
高
ま
る
。
雁
木
の

街
並
み
の
保
存
・
活
用
に
向
け
て
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
維
持
な
ど
、
ま
ち
が
抱
え
る
課
題
そ
の
も
の
へ
の
対

応
が
求
め
ら
れ
る
と
認
識
し
、
取
組
を
行
っ
て
い
る
。

問
／
市
が
「
雁
木
の
保
存
宣
言
」
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

市
民
に
対
し
て
、
雁
木
を
残
し
て
い
く
と
い
う
意
思
表

示
を
明
確
に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
／
雁
木
の
保
存
は
そ
の
成
り
立
ち
か
ら
、
市
民
の
自

発
性
を
尊
重
す
べ
き
も
の
と
捉
え
て
お
り
、
市
が
主
導

す
る
宣
言
は
な
じ
ま
な
い
と
考
え
る
。

問
／
雁
木
保
存
の
主
体
で
あ
る
市
民
の
意
識
と
機
運
を

高
め
る
た
め
、「
歴
史
ま
ち
づ
く
り
法
」
に
基
づ
く
「
歴

史
的
風
致
維
持
向
上
計
画
」
を
作
成
し
、
国
の
認
定
を

目
指
し
て
は
ど
う
か
。

答
／
認
定
を
受
け
る
に
は
、
核
と
な
る
国
指
定
文
化
財

と
そ
れ
を
取
り
巻
く
市
街
地
、
行
わ
れ
て
き
た
伝
統
的

な
取
組
が
必
要
。
高
田
の
場
合
は
、
高
田
城
跡
が
県
指

定
文
化
財
で
あ
る
こ
と
や
市
街
地
の
特
性
等
か
ら
適
用

は
難
し
い
。
街
な
か
居
住
推
進
等
も
絡
め
て
、
市
民
主

体
の
雁
木
保
存
活
用
の
取
組
を
今
後
も
支
援
し
て
い
く
。

問
／
当
市
に
お
け
る
子
ど
も
の
心
の
相
談
状
況
は
。

答
／
令
和
２
年
度
は
、
す
こ
や
か
な
く
ら
し
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
に
２
７
７
件
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
、
専
門
職

に
よ
る
保
護
者
へ
の
聞
き
取
り
や
子
ど
も
の
話
の
傾
聴
、

適
切
な
サ
ー
ビ
ス
へ
つ
な
ぐ
等
、
役
割
を
い
か
し
た
支

援
を
し
て
い
る
。
ま
た
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
学
校
に
配

布
し
子
ど
も
へ
相
談
に
関
す
る
周
知
を
図
っ
て
い
る
。

　

学
校
で
の
福
祉
教
育
の
推
進
を
！

問
／
共
生
社
会
の
推
進
に
向
け
、
子
ど
も
が
障
が
い
の

あ
る
人
と
交
流
す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。
そ
の
よ

う
な
福
祉
教
育
を
進
め
て
い
く
考
え
は
あ
る
か
。

答
／
市
内
の
７
割
の
小
・
中
学
校
で
、
高
齢
者
や
障
が

い
の
あ
る
人
と
触
れ
合
う
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
こ
う

し
た
活
動
は
、
共
生
社
会
の
素
地
を
学
ぶ
こ
と
に
つ
な

が
る
と
考
え
て
い
る
。

　

要
支
援
者
も
安
心
で
き
る
避
難
体
制
づ
く
り
を
！

問
／
災
害
時
の
、
地
域
の
要
配
慮
者
に
対
す
る
個
別
避

難
計
画
作
成
に
福
祉
専
門
職
の
参
加
が
有
効
で
は
。

答
／
要
配
慮
者
ご
と
の
個
別
避
難
計
画
の
作
成
率
は
、

昨
年
度
末
で
97
％
で
あ
る
。
作
成
に
当
た
り
、
福
祉
専

門
職
は
関
わ
っ
て
い
な
い
が
、
関
係
機
関

と
連
携
を
行
い
、
町
内
会
ベ
ー
ス
で
取
り

組
ん
で
い
る
。
今
後
も
一
人
一
人
の
安
全

が
守
ら
れ
る
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
む
。

高
田
の｢

心｣

。

�

雁
木
の
維
持
・
保
存
と
活
用
を
！

子
ど
も
が
孤
立
せ
ず

�

笑
顔
で
暮
ら
せ
る
社
会
に
！

髙
橋
　
浩
輔
（
み
ら
い
）

中
土
井
　
か
お
る
（
み
ら
い
）
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問
／
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
入
所
、
待
機
状
況
は
。

答
／
令
和
２
年
４
月
時
点
で
定
員
１
、
６
９
４
人
に
対

し
１
、
６
５
０
人
が
入
所
し
て
い
る
。
待
機
者
は
７
９

７
人
い
た
が
、
入
所
の
優
先
度
が
高
い
人
は
比
較
的
早

い
段
階
か
ら
入
所
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

問
／
職
員
不
足
を
理
由
に
特
養
が
稼
働
で
き
な
い
状
況

は
な
い
か
。
人
材
確
保
策
の
課
題
と
対
策
は
ど
う
か
。

答
／
令
和
３
年
４
月
時
点
で
市
内
全
て
の
特
養
で
職
員

数
が
確
保
さ
れ
、平
均
稼
働
率
は
96
％
で
あ
る
。
今
後
、

介
護
の
専
門
学
校
と
連
携
し
、
継
続
就
労
セ
ミ
ナ
ー
へ

の
協
力
等
人
材
の
確
保
、育
成
策
の
検
討
も
進
め
た
い
。

問
／
勤
務
時
間
前
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
や
業
務
日
誌
の
記

録
、
１
日
の
残
業
時
間
の
端
数
切
捨
て
等
の
実
態
が
あ

る
。
施
設
に
対
し
、
改
善
の
指
導
が
で
き
な
い
か
。

答
／
監
査
や
普
段
の
情
報
交
換
の
中
で
話
を
し
て
い
く
。

　

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
対
す
る
支
援
を

問
／
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
実
態
把
握
と
対
応
状
況
、
早

期
発
見
・
課
題
解
決
へ
の
方
策
は
ど
う
か
。

答
／
現
在
実
態
把
握
は
行
っ
て
い
な
い
が
、
日
常
的
な

ア
ン
ケ
ー
ト
で
悩
み
の
把
握
に
努
め
て
い
る
。
県
が
令

和
３
年
度
に
中
高
生
対
象
の
調
査
を
行
う
た
め
、
そ
の

結
果
を
注
視
す
る
。
今
後
も
関
係
機
関
や
市
民
へ
の
啓

発
活
動
に
力
を
入
れ
る
。
ま
た
、
関
係
者
間
の
情
報
共

有
や
連
携
強
化
を
図
り
、
早
期
発
見
、
支
援
に
つ
な
げ
、

子
ど
も
た
ち
の
す
こ
や
か
な
育
ち
を
確
保
し
て
い
く
。

介
護
職
員
が
足
り
な
い
。

�

確
保
策
の
強
化
を
！

牧
田
　
正
樹
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

問
／
年
度
当
初
か
ら
開
始
す
る
業
務
の
見
積
合
せ
に
つ

い
て
、
内
定
者
以
外
の
業
者
へ
の
連
絡
と
、
見
積
提
出

締
切
後
14
日
程
度
よ
り
も
早
く
結
果
を
示
す
こ
と
が
必

要
と
考
え
る
。
見
積
業
者
へ
の
配
慮
は
ど
う
か
。

答
／
公
共
施
設
の
管
理
業
務
や
ご
み
収
集
業
務
な
ど
毎

年
４
月
１
日
か
ら
開
始
す
る
業
務
委
託
は
約
３
、
０
０

０
件
あ
り
、
年
度
当
初
に
契
約
を
締
結
す
る
必
要
が
あ

る
た
め
、前
年
度
中
に
見
積
合
せ
で
内
定
者
を
決
定
し
、

新
年
度
予
算
議
決
を
経
て
契
約
締
結
し
て
い
る
。
内
定

者
以
外
の
方
で
も
問
合
せ
が
あ
れ
ば
、
そ
の
都
度
結
果

を
答
え
て
い
る
た
め
、
改
め
て
周
知
に
努
め
る
。

　

支
援
を
求
め
る
外
部
団
体
へ
の
対
応
は

問
／
市
は
共
催
・
後
援
を
申
請
し
た
団
体
へ
の
支
援
は

協
力
し
て
く
れ
る
が
、
そ
れ
以
外
の
協
力
依
頼
は
厳
し

く
、
部
署
や
人
に
よ
っ
て
も
対
応
が
違
う
。
支
援
や
協

力
を
求
め
る
外
部
団
体
へ
の
対
応
を
聞
き
た
い
。

答
／
共
催
・
後
援
を
承
認
し

た
事
業
は
ポ
ス
タ
ー
や
チ
ラ

シ
の
配
布
等
に
協
力
し
て
き

た
が
、
未
承
認
事
業
は
、
配

布
を
市
が
行
う
こ
と
に
関
す

る
配
布
先
団
体
等
の
受
け
止

め
方
も
様
々
で
あ
り
、
団
体

等
の
負
担
を
考
慮
し
、
原
則

的
に
お
断
り
し
て
い
る
。

業
務
委
託
の
重
要
性
と

�

委
託
業
者
へ
の
配
慮
は

石
田
　
裕
一
（
み
ら
い
）

問
／
当
市
の
熱
中
症
対
策
に
関
す
る
市
民
へ
の
注
意
喚

起
の
取
組
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

答
／
広
報
上
越
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
、
気
温
が
高
く

な
る
時
に
は
「
こ
ま
め
に
水
分
補
給
す
る
」、「
暑
い
場

所
で
の
長
時
間
の
作
業
は
避
け
る
」
と
い
っ
た
熱
中
症

予
防
の
ポ
イ
ン
ト
を
周
知
し
て
い
る
。

問
／
公
共
施
設
に
お
け
る
冷
水
機
の
設
置
計
画
は
。

答
／
多
く
の
公
の
施
設
を
有
す
る
当
市
で
は
、ま
ず
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
快
適
に
ご
利
用
い
た
だ
く
た
め
の

空
調
設
備
の
維
持
管
理
を
行
っ
て
い
く
こ
と
と
し
て
お

り
、
利
用
者
ご
自
身
に
よ
る
水
分
や
塩
分
補
給
と
い
っ

た
ソ
フ
ト
面
で
の
対
策
を
引
き
続
き
促
し
て
い
く
。

　
「
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
」
の
現
状
と
今
後
の
取
組

問
／
当
市
に
お
け
る
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
実
態
と
現
状

を
ど
の
よ
う
に
分
析
し
て
い
る
か
。
ま
た
、「
上
越
市

地
域
青
少
年
育
成
会
議
」と
連
携
し
、ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

の
早
期
発
見
と
支
援
に
取
り
組
む
考
え
は
な
い
か
。

答
／
現
在
は
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と
し
て
の
悩
み
を
抱
え

て
い
る
児
童
生
徒
の
報
告
は
無
い
が
、
県
が
令
和
３
年

度
内
に
行
う
県
内
の
中
高
生
へ
の
実
態
調
査
の
結
果
を

注
視
し
、
必
要
に
応
じ
て
対
策
を
講
じ
る
。
ま
た
、「
上

越
市
地
域
青
少
年
育
成
会
議
」
を
は
じ
め
と
す
る
地
域

の
関
係
組
織
に
協
力
を
依
頼
す
る
な
ど
の
対
応
を
講
じ

て
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
早
期
発
見
、
適
切
な
支
援
に

つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

熱
中
症
対
策
に
取
り
組
も
う
！

山
田
　
忠
晴
（
公
明
党
）

「上越市教育委員会」が後援となり、
「第15回いきいき春日野・ふれあ
いコンサート」は盛況で、「いきい
き春日野」主催の地域活動を支援
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問
／
国
が
導
入
し
た
「
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
事
業
」
の
申

請
受
付
期
間
延
長
に
よ
り
、市
内
の
申
請
は
進
ん
だ
か
。

答
／
制
度
が
始
ま
っ
た
平
成
28
年
１
月
か
ら
令
和
元
年

度
末
ま
で
の
申
請
率
は
13
％
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
令

和
２
年
度
は
そ
の
２
・
３
倍
の
30
・
６
％
に
急
増
し
た
。

問
／
今
後
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
利
用
促
進
は
。

答
／
上
越
市
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
よ
る
情
報
化
推
進
基
本
方
針
の

策
定
を
目
指
し
、
現
在
検
討
を
重
ね
て
い
る
。
オ
ン
ラ

イ
ン
で
の
本
人
認
証
は
、
利
用
者
目
線
に
立
っ
た
シ
ス

テ
ム
設
計
に
な
る
よ
う
配
慮
す
る
。

　

国
際
社
会
に
向
け
、
幼
児
期
か
ら
英
語
に
触
れ
る
！

問
／
幼
児
に
対
す
る
歌
や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど
の

英
語
言
語
に
よ
る
情
操
教
育
普
及
へ
の
見
解
は
ど
う
か
。

答
／
市
が
運
営
す
る
保
育
園
・
幼
稚
園
に
関
し
て
現
時

点
で
は
導
入
を
考
え
て
い
な
い
。
幼
稚
園
や
保
育
園
の

管
理
・
運
営
団
体
や
関
係
機
関
と
情
報
共
有
し
な
が
ら
、

普
及
の
可
能
性
に
つ
い
て
調
査
・
研
究
し
て
い
く
。

問
／
市
独
自
で
小
学
校
低
学
年
か
ら
フ
ォ
ニ
ッ
ク
ス
等

の
英
語
教
育
を
取
り
入
れ
る
意
向
は
な
い
か
。

答
／
英
語
の
音
声
に
触
れ
る
機
会
を
設
け
ら
れ
る
よ
う

取
り
組
ん
で
い
る
。
今
後
も
英
語
に
慣
れ
親
し
む
機
会

を
拡
充
し
て
い
く
。

※�

フ
ォ
ニ
ッ
ク
ス
…
英
語
に
お
い
て
綴
字
と
発
音
と
の
間
に
規
則
性
を
明
示
し
、

正
し
い
読
み
方
の
学
習
を
容
易
に
さ
せ
る
方
法
の
一
つ
。
英
語
圏
で
主
に

使
わ
れ
る
教
育
法 マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

�

普
及
の
先
に
あ
る
近
未
来

ス
ト
ラ
ッ
ト
ン
恵
美
子
（
み
ら
い
）

問
／
新
野
球
場
建
設
の
計
画
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答
／
令
和
５
年
度
に
向
け
て
検
討
し
、
上
越
市
公
の
施

設
の
適
正
配
置
計
画
へ
も
登
載
す
る
。

問
／
高
田
城
址
公
園
陸
上
競
技
場
西
側
ス
タ
ン
ド
の
今

後
の
整
備
計
画
は
ど
う
か
。

答
／
次
期
総
合
計
画
や
財
政
計
画
な
ど
の
策
定
時
に
合

わ
せ
て
検
討
す
る
。

問
／
や
ぶ
の
川
辺
公
園
内
に
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場
を
整
備

す
る
考
え
は
無
い
か
。

答
／
新
た
な
施
設
の
建
設
の
必
要
性
を
含
め
検
討
す
る
。

　

金
谷
山
公
園
に
新
た
な
ス
ポ
ー
ツ
施
設
等
の
整
備
を

問
／
金
谷
山
公
園
内
に
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
コ
ー
ス
や

マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
コ
ー
ス
の
整
備
を
す
る
考
え
は
。

答
／
整
備
す
る
考
え
は
現
時
点
で
持
ち
合
わ
せ
て
い
な

い
。
各
種
団
体
が
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
等
の
大
会
や
イ

ベ
ン
ト
の
開
催
を
検
討
さ
れ
る
時
に
は
、協
力
し
た
い
。

問
／
儀
明
川
ダ
ム
の
将
来
の
本
体
工
事
着
手
時
に
、
ダ

ム
の
展
望
も
望
め
る
観
光
ル
ー
ト
を
整
備
す
る
考
え
は
。

答
／
具
体
的
な
構
想
等
は
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
。

　

昨
冬
の
豪
雪
災
害
の
検
証
は

問
／
狭き
ょ
う

隘あ
い
道
路
や
生
活
道
路
へ
の
支
援
制
度
の
検
討
は
。

答
／
町
内
会
長
へ
の
調
査
結
果
を
基
に
検
討
を
進
め
る
。

問
／
市
と
県
の
歩
道
除
雪
出
動
基
準
を
統
一
し
て
は
。

答
／
国
・
県
と
連
携
し
通
学
路
の
安
全
確
保
に
努
め
る
。

公
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の

�

整
備
は
い
か
に

こ
ん
ど
う
　
彰
治
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

問
／
県
が
事
業
主
体
で
上
越
市
に
建
設
予
定
の
広
域
最

終
処
分
場
の
４
次
選
定
が
先
般
発
表
さ
れ
、
茶
屋
ケ
原

１
か
所
、
柿
崎
区
竹
鼻
・
下
中
山
付
近
の
３
か
所
、
同

区
下
小
野
１
か
所
の
計
５
か
所
の
候
補
地
が
示
さ
れ
た
。

県
は
、
こ
の
中
か
ら
最
終
的
な
候
補
地
を
決
め
た
い
と

し
て
い
る
が
、市
は
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
く
の
か
。

答
／
県
で
は
、
令
和
３
年
４
月
か
ら
候
補
地
の
町
内
会

及
び
町
内
会
長
連
絡
協
議
会
、
地
域
協
議
会
へ
の
説
明

会
を
開
催
し
て
お
り
、
市
と
し
て
は
、
引
き
続
き
、
よ

り
多
く
の
方
々
か
ら
ご
理
解
を
い
た
だ
け
る
よ
う
、
県

と
議
論
を
重
ね
な
が
ら
、取
組
を
支
援
し
て
い
き
た
い
。

問
／
保
倉
川
放
水
路
に
つ
い
て
、
関
川
流
域
委
員
会
で

令
和
３
年
３
月
に
頸
城
区
下
三
分
一
か
ら
夷
浜
を
通
る

西
側
ル
ー
ト
が
決
定
し
た
。
保
倉
川
放
水
路
の
進
捗
に

つ
い
て
聞
き
た
い
。

答
／
保
倉
川
流
域
の
治
水
安
全
度
の
向
上
は
、
喫
緊
の

課
題
と
し
て
、
地
域
の
皆
様
と
丁
寧
な
話
合
い
を
重
ね

な
が
ら
、
国
に
対
し
て
一
刻
も
早
い
事
業
化
を
強
く
働

き
か
け
る
と
と
も
に
、
国
・
県
と
連
携
し
な
が
ら
放
水

路
整
備
に
伴
う
「
ま
ち
づ
く
り
」
に
取
り
組
む
。

問
／
四
・
九
の
市
に
お
け
る
出
店
場
所
の
集
約
の
経
緯

は
ど
う
か
。

答
／
出
店
者
数
の
減
少
を
受
け
、
市
場
の
活
性
化
と
来

場
者
の
利
便
性
向
上
を
図
る
た
め
、
上
越
朝
市
組
合
と

共
に
関
係
す
る
町
内
会
や
出
店
者
の
方
々
と
市
の
三
者

で
協
議
し
決
定
し
た
。

政
策
決
定
は
丁
寧
な
説
明
で

�

１
人
で
も
多
く
合
意
を

宮
川
　
大
樹
（
み
ら
い
）
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問
／
新
潟
県
に
お
け
る
新
規
学
卒
就
労
者
の
う
ち
、
３

年
以
内
の
離
職
率
は
35
・
５
％
と
な
っ
て
い
る
。
若
手

社
員
定
着
支
援
事
業
に
６
年
間
取
り
組
ん
で
き
た
中
で

の
課
題
と
今
後
の
方
向
性
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答
／
新
入
社
員
向
け
等
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
お
り
、

こ
れ
ま
で
に
１
６
２
社
、
９
２
５
人
が
参
加
し
、
ア
ン

ケ
ー
ト
に
よ
れ
ば
離
職
率
が
減
少
す
る
な
ど
一
定
の
効

果
が
み
ら
れ
、
若
者
の
就
労
意
識
の
変
化
を
感
じ
て
い

る
。
市
と
し
て
は
、
従
来
の
事
業
に
加
え
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
や
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
実
践
な
ど
、
国

や
県
、
商
工
団
体
と
と
も
に
地
域
に
お
け
る
雇
用
の
安

定
・
確
保
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　

昨
冬
の
大
雪
災
害
の
経
験
を
次
に
い
か
す
制
度
提
案

問
／
万
が
一
に
備
え
、
農
業
版
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業
継
続
計

画
書
）
の
周
知
と
、
民
間
事
業
者
（
サ
ー
ビ
ス
業
等
）

の
駐
車
場
等
へ
の
条
件
付
き
除
排
雪
補
助
制
度
や
融
雪

設
備
工
事
費
補
助
制
度
な
ど
を
望
む
が
ど
う
か
。

答
／
近
年
の
台
風
や
異
常
高
温
な
ど
を
考
え
る
と
、
農

業
版
Ｂ
Ｃ
Ｐ
は
有
効
と
考
え
る
。
関
係
各
所
と
連
携
し
、

周
知
し
て
い
く
。
ま
た
、
民
間
事
業
者
の
駐
車
場
等
は

自
己
の
所
有
物
と
い
う
観
点
か
ら
補
助
制
度
創
設
は
難

し
い
と
考
え
る
が
、
自
然
災
害
な
ど
、
多
く
の
企
業
の

経
営
が
懸
念
さ
れ
る
よ
う
な
事
態
が
発
生
し
た
場
合
に

は
、
そ
の
状
況
を
的
確
に
把
握
し
、
迅
速
か
つ
実
情
に

応
じ
た
支
援
を
し
て
い
く
。

若
手
社
員
定
着
支
援
事
業
の

�

方
向
性
は

宮
﨑
　
朋
子
（
創
風
）

問
／
自
転
車
利
用
者
に
損
害
賠
償
保
険
へ
の
加
入
を
義

務
付
け
る
動
き
が
加
速
し
て
い
る
。
当
市
で
は
ど
う
か
。

答
／
当
市
に
お
け
る
自
転
車
損
害
賠
償
保
険
の
加
入
促

進
に
向
け
た
取
組
と
し
て
、
小
中
学
校
で
実
施
し
て
い

る
自
転
車
交
通
安
全
教
室
や
毎
年
５
月
の
自
転
車
安
全

月
間
の
取
組
な
ど
に
お
い
て
、
自
転
車
事
故
で
の
高
額

損
害
賠
償
事
例
を
紹
介
し
、
自
転
車
利
用
者
の
損
害
賠

償
保
険
加
入
の
重
要
性
に
つ
い
て
普
及
啓
発
に
努
め
て

い
る
。
自
転
車
損
害
賠
償
保
険
の
加
入
を
市
民
の
皆
さ

ん
に
義
務
付
け
る
の
で
は
な
く
、
保
険

加
入
の
重
要
性
に
つ
い
て
の
普
及
啓
発

活
動
を
継
続
し
、加
入
を
促
進
し
て
い
く
。

　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
の
進
捗
状
況
は

問
／
令
和
３
年
４
月
か
ら
小
中
学
校
で
始
ま
っ
た
Ｇ
Ｉ

Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
の
取
組
の
進
捗
状
況
は
ど
う
か
。

答
／
現
在
、
ほ
と
ん
ど
の
学
校
に
お
い
て
児
童
生
徒
に

対
し
ク
ラ
ウ
ド
や
端
末
の
利
用
に
不
可
欠
な
パ
ス
ワ
ー

ド
の
適
切
な
管
理
に
つ
い
て
指
導
し
、
使
用
を
開
始
し

て
い
る
。

問
／
今
後
の
端
末
の
入
替
え
と
廃
棄
の
サ
イ
ク
ル
は
。

答
／
他
の
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
と
同
様
、
６
年
間
の
利
用

を
見
込
ん
で
お
り
、
必
要
に
応
じ
て
修
繕
等
を
行
い
、

適
切
に
管
理
し
て
い
く
。
現
時
点
で
は
更
新
の
時
期
や

方
法
な
ど
は
未
定
。
導
入
時
同
様
、
国
へ
財
政
支
援
を

要
望
す
る
な
ど
、
財
源
の
確
保
に
努
め
る
。

市
民
の
交
通
安
全
に
対
す
る

�

意
識
を
高
め
る
た
め
に

小
山
　
よ
う
こ
（
創
風
）

問
／
保
倉
川
放
水
路
整
備
の
今
後
の
具
体
的
な
ル
ー
ト

の
提
示
や
全
体
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
の
見
通
し
は
。

答
／
本
年
３
月
に
、
地
域
の
西
側
を
通
る
概
略
ル
ー
ト

が
決
定
し
た
段
階
で
あ
り
、
現
時
点
で
は
具
体
的
に
示

さ
れ
て
い
な
い
が
、
引
き
続
き
、
国
に
お
い
て
関
川
水

系
河
川
整
備
計
画
の
変
更
に
向
け
た
手
続
き
が
進
め
ら

れ
る
と
と
も
に
、
放
水
路
計
画
を
よ
り
具
現
化
す
る
た

め
の
調
査
・
設
計
が
実
施
さ
れ
る
と
聞
い
て
い
る
。

問
／
以
前
か
ら
放
水
路
整
備

と
併
せ
、
地
域
の
ま
ち
づ
く

り
構
想
の
提
示
が
必
要
不
可

欠
と
訴
え
て
き
た
。
現
在
ど

こ
ま
で
進
ん
で
い
る
の
か
。

答
／
良
好
な
水
辺
空
間
と
一

体
と
な
っ
た
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る
こ
と
が
極
め
て
重

要
と
認
識
し
て
い
る
が
、
現

時
点
に
お
い
て
放
水
路
整
備

に
よ
る
周
囲
へ
の
影
響
範
囲

が
不
確
定
で
あ
る
こ
と
な
ど

か
ら
、
具
体
的
な
検
討
作
業

に
は
至
っ
て
い
な
い
。今
後
、

国
に
よ
る
放
水
路
計
画
の
具

体
化
に
合
わ
せ
て
、
地
域
の

皆
様
と
丁
寧
な
話
合
い
を
重

ね
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

保
倉
川
放
水
路
整
備
と
、

�

ま
ち
づ
く
り
の
動
向
は

波
多
野
　
一
夫
（
み
ら
い
）



2021.８　じょうえつ市議会だより（16）

�

�

問
／
コ
ロ
ナ
禍
で
子
ど
も
の
貧
困
が
加
速
し
て
い
る
と

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
市
内
の
直
近
の
児
童
扶
養
手
当
の

受
給
者
数
は
ど
う
か
。
ま
た
、こ
ど
も
食
堂
等
に
ス
ピ
ー

ド
感
を
持
っ
た
支
援
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答
／
当
市
に
お
け
る
児
童
扶
養
手
当
の
対
象
世
帯
等
は
、

令
和
３
年
５
月
時
点
で
１
、
１
４
４
世
帯
で
あ
る
。
こ

ど
も
食
堂
等
へ
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
運
営
さ
れ
て
い

る
こ
ど
も
食
堂
に
参
加
し
、
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
な
ど
に

協
力
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
開
設

を
目
指
す
団
体
に
対
し
、
開
設
に

必
要
な
手
続
の
確
認
や
食
材
の
調

達
に
向
け
た
フ
ー
ド
バ
ン
ク
と
の

橋
渡
し
な
ど
、
立
ち
上
げ
に
向
け

た
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　

空
き
家
等
の
適
正
管
理　

市
の
方
針
は

問
／
令
和
３
年
４
月
に
、
第
２
期
上
越
市
空
き
家
等
対

策
計
画
が
策
定
さ
れ
た
が
、
適
切
な
管
理
が
さ
れ
て
い

な
い
空
き
家
等
の
解
消
に
向
け
、
市
と
し
て
ど
の
よ
う

な
政
策
方
針
で
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

答
／
新
た
に
予
防
の
視
点
を
加
え
、
継
続
し
た
空
き
家

対
策
の
取
組
を
進
め
て
い
る
。
市
で
は
、
取
組
の
継
続

と
強
化
に
向
け
て
、
町
内
会
を
通
じ
た
「
予
防
」
の
啓

発
、
空
き
家
情
報
バ
ン
ク
の
拡
充
、
管
理
不
全
空
き
家

等
の
所
有
者
へ
の
行
政
指
導
に
お
け
る
「
面
談
」
の
実

施
な
ど
、
き
め
細
や
か
に
取
組
を
進
め
て
い
る
。

問
／
小
中
学
校
に
お
け
る
男
女
同
室
着
替
え
に
つ
い
て
、

国
は
15
年
前
に
「
同
室
着
替
え
は
非
常
識
で
あ
り
児
童

生
徒
に
羞
恥
心
や
戸
惑
い
を
感
じ
さ
せ
る
恐
れ
が
大
き

い
」
と
し
て
教
育
委
員
会
に
適
切
な
対
応
と
改
善
を
求

め
て
き
た
が
、
当
市
に
お
け
る
実
態
は
ど
う
か
。

答
／
小
学
校
48
校
中
、
４
年
生
以
上
は

全
て
の
学
校
で
別
室
着
替
え
を
行
っ
て

い
る
。
中
学
校
は
22
校
中
、
７
校
が
別

室
、
15
校
は
男
女
同
室
で
着
替
え
て
い
る
が
、
制
服
の

下
に
体
操
着
を
着
て
い
て
着
脱
を
行
っ
て
い
る
。

問
／
制
服
の
下
に
体
操
着
を
着
て
い
れ
ば
男
女
同
室
で

も
構
わ
な
い
と
考
え
る
の
か
。

答
／
国
の
通
知
ど
お
り
別
室
が
望
ま
し
い
が
、
体
操
着

を
下
に
着
て
い
て
制
服
を
着
脱
し
て
い
る
実
態
が
あ
る
。

問
／
大
人
が
勝
手
に
そ
れ
で
良
い
と
思
い
込
ん
で
い
る

の
で
は
な
い
か
。
体
育
授
業
後
、
女
子
は
ト
イ
レ
で
汗

処
理
し
、
部
活
後
も
用
具
庫
等
で
着
替
え
て
い
る
。
汗

の
ま
ま
着
替
え
な
い
子
も
い
る
現
状
を
ど
う
思
う
か
。

答
／
更
衣
室
を
整
備
す
る
に
は
制
約
が
あ
る
。

問
／
こ
れ
か
ら
水
泳
も
始
ま
る
。
子
ど

も
た
ち
は
更
衣
室
で
着
替
え
る
権
利
が

あ
る
。
子
ど
も
の
心
と
体
の
成
長
を
無

視
せ
ず
、
臨
時
部
屋
を
用
意
し
早
急
に

対
応
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答
／
心
情
問
題
は
深
刻
な
こ
と
。
学
校
の
実
態
を
確
認

し
適
切
に
対
応
す
る
よ
う
改
善
指
導
し
て
い
き
た
い
。

こ
ど
も
食
堂
等
に

�

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
た
支
援
を

子
ど
も
た
ち
に
き
ち
ん
と

�

着
替
え
る
場
所
を

鈴
木
　
め
ぐ
み
（
輝
）

高
山
　
ゆ
う
子
（
み
ら
い
）

問
／
原
発
５
～
30
㎞
圏
内
（
Ｕ
Ｐ
Ｚ
）
の
超
党
派
議
員

で
構
成
す
る
議
員
研
究
会
は
、圏
内
住
民
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
行
う
と
同
時
に
、
圏
内
自
治
体
に
事
前
了
解

権
や
適
切
な
措
置
要
求
な
ど
の
権
限
を
加
え
た
新
協
定

案
を
策
定
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
ど
う
思
う
か
。

答
／
議
員
研
究
会
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
起
点
は
、
東
電
の

安
全
意
識
が
低
い
と
い
う
、
当
市
も
参
加
す
る
研
究
会

と
同
じ
思
い
で
あ
っ
た
と
受
け
止
め
て
い
る
。
実
際
の

再
稼
働
に
当
た
っ
て
は
、
知
事
が
各
自
治
体
の
意
向
を

取
り
ま
と
め
て
意
思
表
示
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
の

で
、
実
質
的
に
同
様
の
権
限
を
有
し
て
い
る
。

　

信
越
本
線
犀
潟
駅
南
口
の
開
設　

市
の
対
応
は

問
／
犀
潟
駅
南
口
の
開
設
は
、
関
係
住
民
の
長
年
の
要

望
事
項
で
あ
る
。
Ｊ
Ｒ
に
対
す
る
市
の
働
き
か
け
は
。

答
／
Ｊ
Ｒ
と
協
議
を
行
っ
た
が
、「
自
ら
が
主
体
と
な
っ

て
整
備
を
行
う
考
え
は
な
い
」
と
の
回
答
を
受
け
て
お

り
、
こ
の
考
え
を
変
え
る
ま
で
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
を
ど
う
考
え
る
か

問
／
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
と
ド
イ
ツ
体
操
チ
ー
ム
の

受
入
れ
や
交
流
事
業
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答
／
万
全
の
感
染
症
対
策
が
行
わ
れ
た
上
で
安
全
な
大

会
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
ド
イ
ツ
チ
ー

ム
の
事
前
合
宿
は
７
月
に
行
わ
れ
る
予
定
で
調
整
し
て

い
る
。
市
民
の
安
全
最
優
先
で
取
り
組
ん
で
い
く
。

Ｕ
Ｐ
Ｚ
圏
内
自
治
体
へ
の

�

事
前
了
解
権
は

上
野
　
公
悦
（
日
本
共
産
党
議
員
団
）
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問
／
放
水
路
整
備
の
最
近
の
取
組
と
今
後
の
見
込
み
は
。

答
／
令
和
３
年
３
月
に
概
略
ル
ー
ト
が
決
定
し
、今
後
、

関
川
水
系
河
川
整
備
計
画
の
変
更
に
向
け
た
手
続
や
放

水
路
計
画
を
具
体
化
す
る
た
め
の
調
査
・
設
計
が
実
施

さ
れ
る
。

問
／
ス
ピ
ー
ド
感
あ
る
放
水
路
整
備
に
は
、
先
祖
伝
来

の
土
地
を
離
れ
る
住
民
へ
の
丁
寧
な
説
明
が
必
要
で
あ

り
、
ま
た
、
海
や
川
、
放
水
路
で
東
西
南
北
全
て
が
囲

ま
れ
、放
水
路
で
八
千
浦
砂
丘
が
切
れ
て
危
険
が
増
し
、

東
へ
も
避
難
し
に
く
く
な
る
こ
の
地
域
の
住
民
に
、
万

全
の
津
波
対
策
を
す
る
こ
と
が
必
要
と
思
う
が
ど
う
か
。

答
／
地
域
住
民
に
は
よ
り
丁
寧
で
細
や
か
な
説
明
が
大

切
と
認
識
し
て
い
る
。
ま
た
、
万
全
の
津
波
対
策
を
講

じ
る
必
要
が
あ
る
。
国
も
、
津
波
に
係
る
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
実
施
し
、
ソ
フ
ト
面
を
含
め
て
関
係
機
関
と

調
整
し
対
応
す
る
。
必
要
な
対
策
を
国
に
働
き
か
け
る
。

　

豪
雪
対
策
は

問
／
除
雪
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
不
足
に
対
応
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ

化
や
Ｇ
Ｐ
Ｓ
の
高
精
度
化
、
除
雪
機
械
力
の
革
新
を
図

り
、「
21
世
紀
の
豪
雪
対
策
」を
進
め
る
考
え
は
な
い
か
。

答
／
担
い
手
確
保
は
大
き
な
問
題
で
、
国
、
県
、
市
で

担
い
手
確
保
協
議
会
を
設
立
し
検
討
す
る
。
市
は
「
除

雪
支
援
シ
ス
テ
ム
実
証
モ
デ
ル
事
業
」
を
実
施
す
る
。

ま
た
、
自
動
化
、
省
力
化
を
進
め
つ
つ
、
安
全
性
、
機

能
性
、
操
作
性
の
改
善
に
努
め
る
。

保
倉
川
放
水
路
の

�

整
備
促
進
を　
　

大
島
　
洋
一
（
創
風
）

問
／
昨
冬
の
大
雪
対
策
の
総
括
に
つ
い
て
、
現
在
ま
で

の
到
達
点
、
終
了
時
期
の
見
込
み
、
結
果
の
公
表
時
期

を
聞
き
た
い
。

答
／
検
証
チ
ー
ム
を
結
成
し
、
全
庁
挙
げ
て
作
業
を
進

め
て
い
る
。
７
月
上
旬
を
目
途
に
中
間
報
告
と
し
て
冊

子
に
ま
と
め
、
そ
の
後
、
関
係
機
関
と
共
に
更
な
る
検

討
を
重
ね
た
上
で
、
10
月
下
旬
に
最
終
の
報
告
書
と
し

て
お
示
し
し
た
い
。

問
／
総
括
は
ど
う
い
う
基
本
的
な
視
点
で
作
業
を
進
め

て
い
る
か
。

答
／
あ
く
ま
で
も
今
後
の
大
雪
に
備
え
、
市
民
生
活
が

通
常
ど
お
り
営
ま
れ
る
よ
う
に
と
い
う
視
点
だ
。
今
回

は
市
民
や
事
業
所
に
対
す
る
備
え
と
し
て
一
定
程
度
の

提
言
を
ま
と
め
る
。

問
／
昨
冬
の
よ
う
な
大
雪
は
今
後
も
起
こ
り
得
る
と
い

う
捉
え
方
が
大
切
だ
。
県
で
は
豪
雪
地
帯
対
策
特
別
措

置
法
に
基
づ
き
、
総
合
的
な
雪
対
策
の
計
画
を
立
て
て

い
る
。
市
で
も
、
ち
ゃ
ん

と
、
ま
と
も
な
生
活
が
で

き
る
対
策
を
総
合
的
に
立

て
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
／
計
画
を
策
定
す
る

チ
ー
ム
で
は
な
い
。
検
証

に
よ
り
、
大
雪
で
市
民
生

活
に
支
障
が
出
な
い
よ
う

に
し
て
い
き
た
い
。

大
雪
対
策
の
総
括
を
行
い
、

�

総
合
的
な
雪
対
策
を

橋
爪
　
法
一
（
日
本
共
産
党
議
員
団
）

問
／
８
月
１
日
か
ら
始
ま
る「
な
お
え
つ 

う
み
ま
ち
ア
ー

ト
」
の
進
捗
状
況
と
周
知
の
取
組
は
ど
う
か
。

答
／
船
見
公
園
周
辺
、
直
江
津
屋
台
会
館
、
ラ
イ
オ
ン

像
の
あ
る
館
、
安
国
寺
通
り
の
空
き
店
舗
の
４
つ
の
会

場
で
現
代
ア
ー
ト
の
作
品
展
示
を
行
う
こ
と
を
決
定
し

た
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
チ
ラ
シ
等
で
周
知
を
図
り
、
地

域
と
の
協
議
や
働
き
掛
け
を
進
め
て
い
く
。

問
／
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
対
策
は
ど
う
か
。

答
／
首
都
圏
在
住
の
作
家
等
が
市
民
と
対
面
す
る
場
合

に
は
、
事
前
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
に
よ
り
陰
性
を
確
認
し
て

い
る
。
全
国
の
感
染
状
況
に
鑑
み
、
県
外
へ
の
積
極
的

な
Ｐ
Ｒ
は
行
わ
ず
、
県
内
を
中
心
に
来
訪
い
た
だ
く
こ

と
を
想
定
し
て
い
る
。
展
示
会
場
に
お
い
て
も
消
毒
や

換
気
、入
館
時
の
記
名
な
ど
で
感
染
対
策
を
徹
底
す
る
。

問
／
ま
ち
な
か
回
遊
を
促
す
た
め
の
取
組
は
ど
う
か
。

答
／
直
江
津
の
魅
力
が
伝
わ
る
よ
う
な
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ

の
作
成
や
ロ
ゴ
を
い
か
し
た
誘
導
サ
イ
ン
の
掲
示
、
イ

ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
設
置
な
ど
を
行
う
。

　

食
育
・
地
産
地
消
の
推
進
を

問
／
学
校
給
食
に
お
い
て
、
地
産
地
消
を
一
層
推
進
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

答
／
学
校
給
食
に
お
け
る
野
菜
の
地
元
産
使
用
率
は

13
・
３
％
で
あ
り
、
目
標
に
及
ん
で
い
な
い
。
関
係
団

体
と
協
力
し
、
生
産
者
を
募
り
、
納
入
業
者
及
び
青
果

市
場
と
連
携
し
、
使
用
率
向
上
に
努
め
て
い
き
た
い
。

な
お
え
つ 

う
み
ま
ち
ア
ー
ト

�

の
進
捗
状
況
は

安
田
　
佳
世
（
無
所
属
）
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�

�

問
／
指
定
避
難
所
へ
の
避
難
者
数
や
備
蓄
品
の
必
要
量

の
想
定
、
初
動
対
応
職
員
の
配
置
は
十
分
か
。

答
／
避
難
者
数
は
防
災
ア
セ
ス
メ
ン
ト
調
査
結
果
に
基

づ
き
、
人
口
の
10
・
６
％
と
想
定
し
、
11
・
２
％
に
当

た
る
約
２
万
１
千
人
の
避
難
者
受
入
れ
が
可
能
で
あ
る
。

問
／
東
日
本
大
震
災
で
の
仙
台
市
の
例
で
は
、区
に
よ
っ

て
は
16
％
の
人
が
避
難
し
た
と
い
う
。
こ
う
し
た
最
大

の
避
難
者
数
を
想
定
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
／
高
田
平
野
西
縁
断
層
を
震
源
と
す
る
地
震
を
想
定

し
て
い
る
の
で
、
高
田
地
区
で
避
難
者
が
集
中
す
る
と

は
思
う
。
そ
れ
を
想
定
し
て
避
難
所
や
備
蓄
品
を
用
意

す
れ
ば
い
い
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
こ
に
集
め
て
お
く
の

は
非
現
実
的
な
の
で
、
市
内
１
２
７
か
所
の
避
難
所
に

分
散
配
置
し
て
い
る
。

問
／
避
難
所
の
一
人
当
た
り
の
ス
ペ
ー
ス
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス�

感
染
防
止
の
た
め
に
広
が
っ
た
が
、
十

分
な
面
積
が
用
意
さ
れ
て
い
な
い
避
難
所
は
な
い
か
。

こ
う
し
た
こ
と
に
関
し
て
は
、
最
悪
の
事
態
を
常
に
考

え
て
臨
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

答
／
十
分
な
施
設
が
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
可
能
な

限
り
収
容
で
き
る
施
設
を
避
難
所
に
選
定
し
て
い
る
。

避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
は
、
も
し
想
定
以
上
の
避

難
者
が
お
ら
れ
た
場
合
に
は
、
近
隣
の
施
設
を
使
う
可

能
性
が
あ
る
こ
と
を
承
知
し
て
ほ
し
い
と
い
う
一
文
も

あ
り
、
そ
の
時
点
に
お
い
て
可
能
な
限
り
避
難
者
に
対

応
す
る
よ
う
想
定
し
て
い
る
。

指
定
避
難
所
の
想
定
は
十
分
か

平
良
木
　
哲
也
（
日
本
共
産
党
議
員
団
）

問
／
政
府
の
「
こ
ど
も
庁
」
創
設
に
見
る
「
こ
ど
も
ま

ん
な
か
」の
政
策
こ
そ
時
宜
を
得
た
も
の
で
は
な
い
か
。

答
／
現
時
点
で
は
詳
細
が
不
明
で
あ
る
た
め
、
政
府
の

動
向
を
注
視
し
情
報
収
集
に
努
め
る
。

問
／
今
こ
そ
私
が
提
唱
す
る
「
子
供
年
金
」
制
度
を
実

施
す
る
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
。
こ
れ
に
先
立
つ
ニ
ー
ズ
調

査
は
直
ち
に
実
施
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

答
／
国
県
の
支
援
が
見
通
せ
な
い
中
、
市
の
財
源
負
担

が
大
き
く
な
る
た
め
、
ニ
ー
ズ
調
査
は
実
施
し
な
い
。

問
／
少
子
化
は
国
も
地
方
も
滅
ぼ
す
危
機
的
要
因
だ
。

再
び
「
子
育
て
す
る
な
ら
上
越
市
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の

下
、「
子
供
年
金
」
制
度
の
実
現
は
喫
緊
の
課
題
だ
。

答
／
上
越
市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
総
合
計
画
に
基
づ

き
、
各
種
施
策
を
引
き
続
き
推
進
し
て
い
く
。

問
／
市
町
村
大
合
併
か
ら
16
年
経
過
し
た
が
、
い
ま
だ

合
併
の
し
こ
り
が
激
し
く
残
る（
中
郷
村
の
合
併
な
ど
）。

合
併
の
理
念
と
ビ
ジ
ョ
ン
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
。

答
／
任
意
の�

合
併
協
議
会
を
経
て
、
法
定
の
合
併
協
議

会
に
至
る
過
程
で
関
係
自
治
体
の
意
向
を
踏
ま
え
、
自

主
自
立
の
ま
ち
づ
く
り
を
理
念
と
し
た
合
併
で
あ
っ
た
。

問
／
大
合
併
の
あ
ら
ゆ
る
不
都
合
を
解
消
す
る
た
め
に
、

新
た
な
ガ
バ
ナ
ン
ス
（
行
政
統
治
）
の
在
り
方
と
し
て
、

ブ
ロ
ッ
ク
制
（
頸
北
・
東
頸
・
名
立
・
中
郷
）
を
導
入

し
、
副
市
長
の
下
で
行
政
統
治
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
／
自
主
自
立
の
理
念
に
立
ち
地
域
自
治
区
を
設
置
し
、

様
々
な
行
政
需
要
に
対
応
し
て
い
る
。

上
越
市
政
２
大
課
題
へ
の

�

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
！

宮
越
　
馨
（
無
所
属
）

議
員
勉
強
会
を
開
催

　

上
越
市
議
会
で
は
、
議
会
と
し
て
の
政
策
立
案
と
政

策
提
言
能
力
の
向
上
、
そ
し
て
議
員
と
し
て
の
能
力
向

上
を
図
る
た
め
、
定
期
的
に
勉
強
会
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
勉
強
会
の
開
催
に
当
た
っ
て
は
、
広
く
各
分
野
の

専
門
家
を
招
き
、
知
識
や
知
見
を
取
り
入
れ
た
勉
強
会

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

令和３年４月には、長年にわた
り教育や文化財の保護など多方
面にわたってご尽力されている、
植木宏先生を講師にお招きし、
春日山城跡を中心とした支城群
について学びました。

令和３年５月には、公益財団法
人�新潟県女性財団�大島煦美子
顧問を講師にお招きし、男女共
同参画社会の形成について学び
ました。
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議
員
表
彰

　

６
月
21
日
の
本
会
議
に
先
立

ち
、
全
国
市
議
会
議
長
会
及
び

北
信
越
市
議
会
議
長
会
か
ら
永

年
在
職
議
員（
在
職
20
年
以
上
）

の
功
績
と
し
て
、
上
野
公
悦
議

員
に
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
全
国
市
議
会
議
長
会

か
ら
、
飯
塚
義
隆
議
長
に
議
長

会
評
議
員
と
し
て
の
功
績
に
対

す
る
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。上野公悦議員飯塚義隆議長

その他いただいたご意見や上記ご意見を含め、当日の
回答等は、全て市議会ホームページに掲載しています。
ホームページは、「上越市議会　意見交換会」で検索
いただくか、右のＱＲコードからご覧ください。

・�　上越市のふるさと納税の返礼品について、市の第３セクターの利用券だけでなく市全体
で使える商品券なども考えてほしい。
・�　ＧＩＧＡスクール構想について、タブレットが導入されたが、現場の教師がそれに対応
できる余裕があるのか。十分な研修等、支援体制を考えてほしい。
・�　地域協議会制度の見直しをしてほしい。旧町村にこだわり過ぎており、今の制度のまま
では市民の一体感が生まれない。委員を年に数回、一同に会して勉強会をするなどしては
どうか。地域ごとや会長だけ集まって開催しても、本当のまちづくりにはならない。
・�　聴覚に障害のある方への対応について、コロナ禍で常にマスクを着用するようになって
いるため、会話の際に口元が見えず何を言っているのか分からない。公の場では何とか対
応できないものかと思う。
・�　市街地の特に住宅街では、除雪ができず大変そうだったが、もしコミュニケーションが
とれていれば、除雪機を持っている中山間地域の我々が除雪の応援に行けたかもしれない。
今後、地域を超えた連携のサポート体制を作ってほしいと考える。
・�　13区に人を集めて農業をしてもらうには、魅力よりも平場での農業より収入を得られ
るかどうかが大切だと考える。労力の低減はもちろん、収入を上げる政策を考えてほしい。

　市議会では、５月９日から13日にかけて、春日区・安塚区・柿崎区・板倉区の４会場で、
議会報告会・意見交換会を開催しました。
　前半の議会報告会では、議員がプロジェクターを使って、議会の取組や定例会中の委員会
審査の内容を説明し、後半の意見交換会では、市民の皆さんと様々な内容について意見交換
を行いました。意見交換会でいただいた50項目のご意見のうち、一部をご紹介します。

議会報告会・意見交換会を開催
市民の皆さんのご意見をいかします
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◆傍聴に来られた方の感想◆
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◎池田　尚江　　○宮越　　馨　　　安田　佳世
　鈴木めぐみ　　　ストラットン恵美子　　髙橋　浩輔
　宮﨑　朋子　　　山田　忠晴　　　牧田　正樹
　平良木哲也　　　飯塚　義隆
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編集後記
　志半ばに旅立たれた田中前委員長の想いを胸
に、私たち広報広聴委員は、市民に開かれた議
会、情報が発信される議会を目指し、市民の皆
様の目に留まる「かけはし」を今後も作成し、
お届けしてまいります。６月議会を中心とした
本誌をご覧いただきありがとうございました。
 広報広聴委員会　山田　忠晴

◀�

次号は、令和３年10月25日発行です。

※�市議会ホームページは、「上越市議会」で検索いただくか、
右のＱＲコードをスマートフォン等で読み取ることでご覧い
ただけます。

本会議や委員会の傍聴にお越しください！

９月定例会の予定
日 月 火 水 木 金 土
８/29 ８/30 ８/31 ９/１ ２ ３ ４

本会議
総括質疑等

厚生
常任委員会

５ ６ ７ ８ ９ 10 11

厚生
常任委員会

農政建設
常任委員会

文教経済
常任委員会

12 13 14 15 16 17 18

総務
常任委員会

本会議
一般質問

19 20 21 22 23 24 25

本会議
一般質問

26 27 28 29 30 10／１ 10／２

本会議
採決等

※�この日程は、諸会議等により変更となる場合があります。正式には８月下旬に改めて決定し、
市議会ホームページ等でご案内します。（市議会ホームページの見方は下記のとおりです。）

本会議や各委員会をインターネットでご覧いただけます!!本会議や各委員会をインターネットでご覧いただけます!!

・�初めて傍聴し、懸案課題が多く、調整の難しさ
を感じ取ることができた。今後も市政に関心を
持ち、一人の市民として関わっていきたい。

・�情報が簡単に入ってくる時代でありながら、知
らないことを多く知ることができた。

・�初めて傍聴したが、とても有意義だった。市政
の具体的な内容がよく分かった。
・�市民目線での質問が良かった。
・�興味のある議題だったが、知らないことも多く、
一日中聞いていたいと思った。

Facebook�配信中！
本会議や委員会の開催など市議会の
情報を発信しています。皆様からの
「いいね！」をお待ちしております。

◆�本会議の議会生中継及び録画中継は、ホームページの「本会議の放送」より、各
委員会の生放送と録画放送は、ホームページの「委員会の放送」よりご覧ください。


